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はじめに 

NR800用設定ソフト（NR800 Utility）は、NR800を設定するためのツールです。 

このソフトをインストールしたパソコンのＵＳＢポートに NR800を接続し、ソフトの設定項目を変更

して設定送信のボタンを押すだけで NR800の設定を変更することができます。 

変更はＵＳＢキーボードのままで設定変更が可能です。 

このソフトウェアにて発生する偶発的、間接的に発生する損害については弊社にて責任は負いかねま

すので、インストールの際はお客様の責任の元インストールを行っていただけますようよろしくお願い

いたします。 

 

ソフトウェアのインストールは、ユーザー様自身の考慮とリスクで行われ、システムの損傷またはそ

のような活動から生じるデータの損失についてはユーザー様が単独で責任を負うことに同意するものと

します。 

 

システム要件 

 ●Windows 10/11（64bit） 

 ●.NET Framework 4.0以上 
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プログラムの起動 

ダウンロードした『NR800Utility』を解凍し、NR800Utility.exe（       ）をダブルクリッ

クしてください。 

 

NR800設定ソフトの使用方法 

NR800Utility.exeをダブルクリックすると下図が開きます。 
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  ①設定タブ 

   設定は３つのタブに分かれています。 

   設定１：読取り方法、付加文字列や出力データの設定が行えます。 

   設定２：本体の送信出力、ブザー・バイブのＯＮ/ＯＦＦ設定等が行えます。 

   設定３：機器ＩＤやタグの読取り間隔時間・出力間隔時間等の設定が行えます。 

  ②設定エリア 

   設定したい項目の設定を変更するエリアとなります。 

  ③決定エリア（P 13 参照） 

   本体と接続を確定させたり、設定変更した項目を本体側に送信したりするための 

決定ボタンが配置されています。 
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各タブの詳細設定について 

設定１ 
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                                                                ② 

 

                                ③ 

                                ④ 
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 ①読取りモード：下記２種類の読取りモードを設定可能です。 

  ●常時読取り：トリガーを押すことなく常に読み取り状態になります。 

   ※但し、初期状態では同一のタグデータは 30秒間読み取りできません。 

   （設定３の二度読み防止時間の設定にて読取り時間の変更が可能です。） 

  ●トリガー読取り：トリガーを押した時のみ読取りが可能です。 

 

 ②付加文字列の設定（プリフィックス/サフィックスの設定） 

  プリフィックス：読み取ったタグデータの前に付与するものを設定することができます。 

（最大：１６個） 

               入力はプリフィックス下の空欄部にカーソルを合わせ付加した 

いものをキーボードで入力することで付加することが可能です。 

 

例：『Ｔａｂ』を付加したい場合 

キーボード上のＴａｂキーを押してください。 

左図のように〈TAB〉が付加されます。 
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『1A234』を付加したい場合 

                 キーボード上の英数字キーを押してください。 

                 左図のように 1A234が付加されます 

 

 

 

 

      

                入力するものを間違えた場合は、1文字ずつ消す場合は 

                『  』を一括で消す場合は『  』をクリックしてく 

                ださい。 

『  』は Delay時間を付与することができます。 

Delay時間はタグデータを読み取ってからデータ送信を開始する時間を遅らせることができます。 

※最大 3000ms(3秒)まで設定可能です。 

設定は下図の▲▼で時間を調整し、『付加』クリックでプリフィックスの所に設定が可能です。 

 

 

 

 

 

  例）3秒を付加した場合、下図のように表示されます。 
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  Suffix（サフィックス）：読み取ったタグデータの後ろに付与するものを設定するこ 

とができます。（最大：１６個） 

              入力は Prefix下の空欄部にカーソルを合わせ付加した 

いものをキーボードで入力することができます。 

例：『Ｔａｂ』を付加したい場合 

キーボード上のＴａｂキーを押してください。 

 

 

 

 

 

 

『1A234』を付加したい場合 

                 キーボード上の英数字キーを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

             入力するものを間違えた場合は、1文字ずつ消す場合は 

                『  』を一括で消す場合は『  』をクリックしてく 

                ださい。 

『  』は Delay時間を付与することができます。 

Delay時間はタグデータを読み取ってからデータ送信後の次のデータを送る時間を遅らせる 

ことができます。 

※最大 3000ms(3秒)まで設定可能です。 

設定は下図の▲▼で時間を調整し、『付加』クリックでサフィックスの所に設定が可能です。 
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  例）3秒を付加した場合、下図のように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③出力データの設定 

  データ出力の仕方については下記 5つの出力方法が可能です。 
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  １）Text ：ＥＰＣ 

        テキストデータとしてＥＰＣデータを出力します。 

  ２）Text ：ＰＣ＋ＥＰＣ 

        テキストデータとしてＰＣ＋ＥＰＣデータを出力します。 

  ３）Text ：ＴＩＤ 

        テキストデータとしてＴＩＤデータを出力します。 

  ４）Text ：ＥＰＣ＋ＴＩＤ 

        テキストデータとしてＥＰＣ＋ＴＩＤデータを出力します。 

  ５）Text ：ＰＣ＋ＥＰＣ＋ＴＩＤ 

        テキストデータとしてＰＣ＋ＥＰＣ＋ＴＩＤデータを出力します 

   

  ※ＥＰＣ（Electronic product code） 

   ＴＩＤ（Tag identifier） 

   ＰＣ（Protocol control）の略となります。 

 

 

④ＴＩＤの区切り文字設定 

  出力データに TIDが含まれている場合は、『ＴＩＤの区切り文字設定』左のボックスに 

チェックを入れて右側のボックスに特定の文字を入力することでＥＰＣとＴＩＤの間に 

文字を付加することができます。 

 

 

 

 

 

  

  ※付加した状態で出力するためには、出力データの設定は『Text：ＥＰＣ＋ＴＩＤ』もしくは 

『Text：ＰＣ＋ＥＰＣ＋ＴＩＤ』に設定してください。 

 

  例）ＥＰＣ：E2003A33D53BCD49349FE3F9 

    ＴＩＤ：E200341401160301349FE3F91406010CF00BFFF100009902 

    で付加文字を『－』にした場合 

 

   出力データ：E2003A33D53BCD49349FE3F9-E200341401160301349FE3F91406010CF00BFFF100009902 
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⑤部分文字列抽出設定 

  部分文字列抽出の左にチェックをいれることで、ＥＰＣデータの出力フォーマットを 

編集することができます。 

 

 

 

  １）固定 

     ＥＰＣデータを、文字数で指定した桁数に調整して出力します。 

読み取ったＥＰＣデータの文字数が、指定した桁数よりも少なかった場合は、先頭に 

０（ゼロ）を付加して出力します。 

読み取ったＥＰＣデータの文字数が、指定した桁数よりも多かった場合は、指定した 

文字数で切り捨てます。（右詰め） 

  ２）最小 

     読み取ったＥＰＣデータの文字数が、文字数で指定した桁数よりも少なかった場合、 

先頭に０（ゼロ）を付加して出力します。 

     読み取ったＥＰＣデータの文字数が、指定した桁数よりも多かった場合は、そのまま 

     出力します。 

  ３）最大 

     読み取ったＥＰＣデータを、文字数で指定した桁数で切り捨てます。（右詰め） 

     読み取ったＥＰＣデータの文字数が、指定した桁数よりも少なかった場合は、 

     そのまま出力します。 

  ４）完全 

     ＥＰＣデータの先頭から続く０（ゼロ）を削除せずに、ビット長すべてを出力します。 

 

※部分文字列抽出が無効のとき、ＥＰＣデータの先頭から続く０（ゼロ）は削除されます。 
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設定２ 
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                                        ② 

 

                                        ③ 

 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ①送信出力 

   11dbm～20dbm で下図の間隔で設定が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②バイブレータ（初期値：付加しない） 

   付加の左にチェックを入れて『設定送信』をクリックすることでブザーが鳴動する場面で 

   バイブも一緒に動作します。（ブザーをＯＦＦにしている場合はバイブのみ動作します。） 
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  ③ブザー（初期値：付加） 

   付加の左にチェックを入れないで『設定送信』をクリックすることでブザーの鳴動をなく 

すことができます。 

 

 

設定３ 
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                                         ② 

 

                                         ③ 
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  ①機器 ID 

   機器固有のＩＤを変更することができます。 

   同じ機器に複数のリーダを繋ぐ場合、ＩＤを変更することでリーダの識別を 

   行うことができます。 

  ②タグ読取り間隔時間の設定 

   １つ１つのタグを読み取る間隔の時間を変更することができます。 

     設定可能時間：０～２５４ｍｓ 

  ③二度読み防止時間の設定（初期値：数値×１００ｍｓ） 

   同一のタグを再度読み取ることができるまでの時間を設定することができます。 

     設定可能時間：０～２５４ 

  ④タグデータ出力間隔時間の設定 

   １つのタグデータを出力した後に、次のタグデータを出力開始するまでの時間 
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   を設定することができます。 

     設定可能時間：０～２５４０ｍｓ 

 

決定エリアについて 

  決定エリアには５つのボタンがあります。 

 

 

 

 

 

                                     ①接続/未接続 

 

                                     ②設定確認 

 

                                     ③設定送信 

 

                                     ④テスト 

 

                                      

 

 

 

                                     ⑤終 了 

 

 

 

 

 

 

①接続／未接続ボタン 

   NR800 を接続しこのボタンを押すことで NR800 の設定変更が可能な状態になります。 

   （設定変更が可能な状態の時は、『接続』が表示されます。） 

  ②設定確認ボタン 

   このボタンを押すことで繋いでいる機器の設定状態に設定ソフトの表示が切り替わります。 

  ③設定送信ボタン 

   ３つのタグ内で設定変更を行うと『設定送信』が青文字に変わります。 

   『設定送信』が青文字に変わっている状態でクリックすると NR800 の設定が変更されます。 

  ④テストボタン 

   このボタンを押すと、変更した設定を NR800 に送信し、テスト画面（下図）が開きます。 

   この画面は設定変更した NR800 がどういった動作・出力するかを確認する画面となります。 



 

14 

 

 

 

 

                                        ⅰ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                ⅱ）   ⅲ）               ⅳ） 

 

   ⅰ）データ出力画面 

     NR800 に設定した内容で読み込んだタグデータが出力されます。 

     この画面ではなく、メモ帳等別の場所に出力したい場合はこの状態のままで出力したい 

     ソフトを立ち上げて出力したい場所にカーソルを合わせて頂ければそちらに出力するこ 

     とも可能です。 

   ⅱ）出力データ数 

     データ出力画面に出力されたデータ数が表示されています。 

   ⅲ）データクリア 

     このボタンを押すとデータ出力画面に出力されたデータを全て削除します。 

   ⅳ）閉じる 

     このボタンを押すとこの画面が閉じます。 

 

  ⑤終了ボタン 

   このボタンを押すと設定ソフトが閉じます。 

 

 注記）設定ソフトを立ち上げ、テスト画面を開かない状態で NR800 でタグを読んでもデータは出力 

されませんので、データを出力させたい場合は、テスト画面を開くか設定ソフトを閉じてください。 

（テスト画面を開いた状態でメモ帳等を開くとテスト画面でなくメモ帳等にデータは出力されます。） 
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